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◆�

福
祉
と
防
災
を
切
れ
め
な
く
連
結
さ
せ

る
こ
と
が
根
本
的
な
解
決
に
つ
な
が
る

災
害
時
に
必
要
な
情
報
を
的
確
に
把
握
し
、

自
ら
を
守
る
た
め
に
安
全
な
場
所
に
避
難
す

る
行
動
を
と
る
こ
と
が
困
難
な
人
へ
の
対
策

が
防
災
上
の
課
題
で
あ
る
と
初
め
て
言
及
し

た
の
は
１
９
８
７
（
昭
和
62
）
年
版
の
防
災

白
書
で
あ
っ
た
。
以
来
、
過
去
33
年
間
に
わ

た
っ
て
「
災
害
弱
者
」「
災
害
時
要
援
護
者
」

「
避
難
行
動
要
支
援
者
・
要
配
慮
者
」
と
い
っ

た
用
語
が
次
々
に
つ
く
ら
れ
、
防
災
部
局
主

導
で
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
災
害
が
起
こ
る
と
被
害
は
繰
り
返
し

要
配
慮
者
に
集
中
し
て
き
た
。
こ
の
問
題
の

対
策
に
関
わ
っ
て
き
た
筆
者
自
身
の
自
戒
の

念
を
込
め
て
あ
え
て
言
う
な
ら
、
そ
の
対
策

は
終
始
一
貫
し
て
実
効
性
を
と
も
な
っ
て
こ

な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
問
題
の
根
本
原
因

の
見
立
て
が
誤
っ
て
い
た
か
ら
だ
、
と
い
う

の
が
本
稿
の
前
提
で
あ
る※

１

。

災
害
が
起
こ
る
た
び
に
要
配
慮
者
に
被
害

が
集
中
す
る
の
は
、
超
高
齢
社
会
へ
の
突
入

と
、
こ
れ
に
と
も
な
い
介
護
保
険
制
度
な
ど

の
社
会
保
障
対
策
の
整
備
が
す
す
ん
だ
こ
と

が
背
景
に
あ
る
。だ
が
福
祉
部
局
が
担
当
し
、

関
係
事
業
者
が
提
供
す
る
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ

ス
は
、平
時
の
ケ
ア
だ
け
を
想
定
し
て
き
た
。

一
方
、
い
ざ
と
い
う
時
の
対
策
は
１
９
８
７

年
の
災
害
弱
者
対
策
以
来
、
一
貫
し
て
防
災

部
局
に
委
ね
ら
れ
、
実
際
の
担
い
手
は
地
域

の
自
治
会
・
町
内
会
や
自
主
防
災
組
織
の
善

意
に
頼
る
も
の
で
あ
っ
た
。
在
宅
で
の
生
活

を
保
障
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
地
域
で
暮
ら
す
仕
組
み
づ
く
り
を
す
す

め
る
一
方
で
、
災
害
時
の
対
策
と
は
切
り
離

さ
れ
て
き
た
結
果
、
平
時
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
災
害
時
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
状
況
が
出
現

し
た
の
で
あ
る
。
要
配
慮
者
へ
の
対
応
が
平

時
の
福
祉
と
災
害
時
の
防
災
で
分
断
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
要
配
慮
者
に
被
害
を
集

中
さ
せ
る
根
本
原
因
な
の
で
あ
る※

２

。

そ
れ
で
は
、根
本
的
な
解
決
策
と
は
何
か
。

答
え
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
配
慮
の
提

供
を
平
時
と
災
害
時
で
継
ぎ
め
な
く
連
結
さ

福
祉
専
門
職
と
と
も
に
す
す
め
る
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
防
災
」
の
実
現
の
た
め
に

―
防
災
と
福
祉
関
係
者
の
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
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せ
る
こ
と
に
あ
る
。
災
害
が
起
き
た
場
合
、

介
助
の
必
要
な
高
齢
者
や
障
害
者
を
誰
が
支

援
す
る
の
だ
ろ
う
。
い
つ
も
ケ
ア
を
提
供
し

て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
や
介
助
者
は
駆
け
つ
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
専
門
家
以
外

の
人
た
ち
、
つ
ま
り
隣
近
所
の
人
々
か
ら
の

支
援
と
つ
な
げ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
考
え

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
介
護
保
険
制
度
や
障

害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
展
開

す
る
う
え
で
、
地
域
の
共
助
の
力
を
高
め
、

い
ざ
と
い
う
時
の
近
隣
住
民
か
ら
の
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル
な
支
援
を
組
み
込
ん
だ
個
別
支

援
計
画
を
災
害
時
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
し
て
あ

ら
か
じ
め
つ
く
り
、
日
常
的
に
訓
練
を
行
う

こ
と
が
、
福
祉
の
側
か
ら
も
急
務
の
課
題
と

な
る※

３

。

◆�

福
祉
専
門
職
と
と
も
に
す
す
め
る�

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
」―
別
府
モ
デ
ル

要
配
慮
者
問
題
の
根
本
的
な
解
決
を
め
ざ

す
先
駆
例
が
、
大
分
県
別べ

っ

府ぷ

市
の
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
防
災
」
の
試
み
で
あ
る
。
別

府
市
で
は
、
市
民
団
体
（
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
別べ

っ

杵き

速は
や

見み

実
行
委
員
会
）
か
ら
の
呼
び
か

け
に
応
じ
て
、
当
事
者
・
市
民
団
体
・
事
業

者
・
地
域
・
行
政
の
５
者
協
働
に
よ
る
災
害

時
の
個
別
支
援
計
画
づ
く
り
（
以
下
、
別
府

モ
デ
ル
）
を
始
め
た
。
別
府
モ
デ
ル
の
基
本

は
、
災
害
時
の
要
配
慮
者
対
応
と
平
時
の
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
継
ぎ
め
な
く
連
結
さ
せ

る
こ
と
に
あ
る
。

具
体
的
な
す
す
め
方
は
、
以
下
の
６
つ
の

ス
テ
ッ
プ
の
手
順
に
従
う
。

第
１
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
平
時
に
サ
ー
ビ
ス

等
利
用
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成
・
運

用
で
日
常
的
に
当
事
者
と
関
わ
る
事
業
者

（
相
談
支
援
専
門
員
な
ど
）
が
、
個
別
支
援

計
画
を
「
災
害
時
ケ
ア
プ
ラ
ン
」
と
位
置
づ

け
て
作
成
に
関
与
す
る
。

第
２
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
平
時
な
ら
び
に
災

害
時
に
動
員
さ
れ
る
社
会
資
源
に
つ
い
て
網

羅
的
に
確
認
す
る
。
別
府
市
で
は
、
防
災
部

局
の
専
門
員
が
地
区
に
繰
り
返
し
出
向
い
て

近
隣
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
資
源
の
動
員
を

行
う
。

第
３
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
地
区
で
災
害
時
ケ

ア
プ
ラ
ン
調
整
会
議
を
開
催
す
る
。
調
整
会

議
に
は
相
談
支
援
専
門
員
が
同
伴
す
る
と
と

も
に
、
当
事
者
と
地
域
支
援
者
の
橋
渡
し
の

労
は
、
防
災
部
局
の
専
門
員
が
担
う
。
こ
の

場
に
は
防
災
お
よ
び
福
祉
部
局
関
係
者
も
同

席
す
る
。

第
４
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
前
段
で
の
話
し
合

い
を
受
け
て
、
地
域
支
援
者
か
ら
の
配
慮
の

具
体
的
な
提
供
手
順
に
つ
い
て
当
事
者
に
確
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認
し
な
が
ら
細
部
を
詰
め
て
、
災
害
時
の
ケ

ア
プ
ラ
ン
（
案
）
を
作
成
す
る
。

第
５
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
当
事
者
と
地
域
支

援
者
の
両
者
で
細
部
を
詰
め
た
地
域
の
支
援

（
案
）
を
、
災
害
時
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
し
て
文

書
化
す
る
と
と
も
に
、
当
事
者
の
側
で
備
え

る
べ
き
事
項
の
確
認
と
、
地
域
か
ら
の
支
援

を
求
め
る
に
あ
た
っ
て
自
身
の
情
報
を
地
域

で
共
有
す
る
こ
と
へ
の
同
意
を
セ
ッ
ト
に
し

て
署
名
を
行
う
。

第
６
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
全
員
参
加
で
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
（
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
）
防

災
訓
練
に
実
際
に
参
加
し
、
第
５
ス
テ
ッ
プ

で
作
成
し
た
災
害
時
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
実
施
し
、

そ
の
検
証
を
も
と
に
プ
ラ
ン
の
改
善
を
行
う
。

◆�

当
事
者
の
参
画
と
福
祉
・
防
災
の
恊
働

が
事
業
推
進
の
ポ
イ
ン
ト

２
０
１
６
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
別
府
市
で

の
取
り
組
み
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
２
０
１
８

年
度
か
ら
は
兵
庫
県
で
防
災
と
福
祉
の
連
携

モ
デ
ル
事
業
が
始
ま
っ
た※

４

。
２
０
１
９
年
度

の
同
事
業
で
は
、
兵
庫
県
内
の
36
市
町
で
モ

デ
ル
事
業
が
展
開
さ
れ
た※

５

。
こ
れ
は
兵
庫
県

が
企
画
し
、
兵
庫
県
社
会
福
祉
士
会
が
実
施

市
町
で
の
事
業
実
施
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担

い
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
「
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
」
の
拙
者
ら
の
チ
ー
ム
が
福

祉
専
門
職
向
け
の
研
修
お
よ
び
事
業
評
価
を

実
施
す
る
と
い
う
連
携
事
業
で
あ
る
。
２
０

１
９
年
度
の
モ
デ
ル
事
業
が
ほ
ぼ
遂
行
さ
れ

た
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
２
月
か
ら
３
月

に
か
け
て
、
事
業
実
施
市
町
に
対
し
て
事
業

の
イ
ン
パ
ク
ト
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
を
実

施
し
た
。
調
査
は
、
兵
庫
県
社
会
福
祉
士
会

所
属
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
チ
ー
ム
を

組
み
、
複
数
名
で
実
施
市
町
村
の
担
当
者
を

訪
問
し
、構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

事
業
の
イ
ン
パ
ク
ト
評
価
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
７
項
目
が
モ
デ
ル
事
業
実
施
地
区
で

ど
こ
ま
で
実
現
さ
れ
た
の
か
を
問
い
合
わ
せ

た
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
．
災
害
時
に
生
ず
る
当

事
者
の
生
活
機
能
上
の
ニ
ー
ズ
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
行
う
。
Ｂ
．
地
域
で
想
定
さ
れ
て
い

る
ハ
ザ
ー
ド
を
念
頭
に
お
い
て
直
面
す
る
脅

威
の
理
解
を
当
事
者
・
家
族
に
促
し
、
災
害

時
に
必
要
と
な
る
周
囲
か
ら
の
配
慮
を
具
体

化
す
る
。
Ｃ
．
近
隣
か
ら
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
な
サ
ポ
ー
ト
を
協
議
す
る
た
め
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
調
整
会
議
を
地
区
で
開
催
す
る
。
Ｄ
．

当
事
者・家
族
が
同
席
の
も
と
配
慮（
ニ
ー
ズ
）

と
サ
ポ
ー
ト
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
そ
の
場
で
行

う
。
そ
こ
で
、
Ｅ
．
災
害
時
ケ
ア
プ
ラ
ン
と

し
て
当
事
者
・
家
族
の
同
意
を
得
る
。
こ
れ

に
基
づ
い
て
、
Ｆ
．
当
事
者
参
画
型
の
避
難

訓
練
で
災
害
時
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
。
Ｇ
．
実
施
後
に
プ
ラ

ン
の
改
善
を
検
討
す
る
。
と
い
っ
た
７
段
階

で
あ
る
。
36
の
自
治
体
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
達
成
度
を
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
し
た
。

事
業
を
推
進
す
る
う
え
で
重
要
だ
と
考
え

ら
れ
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
36
の
市
町

の
担
当
者
や
当
事
者
・
家
族
、
地
域
の
自
治

会
・
町
内
会
の
関
係
者
と
の
折
衝
に
あ
た
っ

た
兵
庫
県
福
祉
士
会
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
、
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
の
研
究
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員
で
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、「
１
．
住
民
の
防
災
意
識
」「
２
．

当
事
者
の
参
画
」「
３
．
住
民
の
自
主
性
・

主
体
性
」「
４
．
行
政
の
福
祉
・
防
災
部
局

の
恊
働
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
」「
５
．
行

政
や
住
民
組
織
内
の
つ
な
ぎ
役
の
存
在
」
の

５
つ
の
分
類
に
わ
た
る
合
計
26
項
目
の
評
価

項
目
を
選
定
し
た
。

36
の
市
町
で
の
事
業
評
価
の
聞
き
取
り
調

査
結
果
を
も
と
に
、
ど
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト

が
事
業
の
進し

ん

捗ち
ょ
くに
有
効
で
あ
る
の
か
に
つ
い

て
、
多
変
量
に
よ
る
解
析
（
非
線
形
正
準
相

関
分
析
）
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
２
．

当
事
者
の
参
画
」
の
保
証
が
事
業
進
捗
評
価

の
７
項
目
中
６
項
目
の
達
成
と
関
連
し
て
い

た
。
こ
れ
は
、
当
事
者
・
家
族
の
参
画
を
保

証
す
る
福
祉
関
係
者
の
福
祉
マ
イ
ン
ド
が
事

業
進
捗
に
は
何
よ
り
重
要
で
あ
る
こ
と
を
示

唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
評
価
項
目
Ｂ
（
福
祉
専
門
職
が
災

害
情
報
サ
イ
ト
や
自
治
体
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
利
用
し
て
当
事
者
・
家
族
に
脅
威
の
理

解
を
促
し
た
）が
達
成
さ
れ
る
た
め
に
は
、「
１
．

住
民
の
防
災
意
識
」
が
高
く
防
災
の
取
り
組

み
に
地
域
住
民
が
主
体
的
に
関
わ
る
環
境
で

あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
意

識
の
成
立
の
背
景
に
は
、
防
災
関
係
者
が
防

災
マ
イ
ン
ド
を
発
揮
し
、
日
夜
地
域
で
地
道

に
汗
を
流
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。

さ
ら
に
そ
の
う
え
で
「
福
祉
専
門
職
が
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
利
用
し
て
脅
威
の
理
解
を

促
す
」
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
防
災
意

識
を
高
め
る
防
災
マ
イ
ン
ド
と
、
当
事
者
の

参
画
を
何
よ
り
重
視
す
る
福
祉
マ
イ
ン
ド
が

と
も
に
発
揮
さ
れ
る
「
４
．
行
政
の
福
祉
・

防
災
部
局
の
恊
働
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
」

の
実
現
が
肝
に
な
っ
て
い
た
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
の
実
現
の
た
め

に
は
、
当
事
者
・
家
族
の
参
画
を
重
視
す
る
福

祉
マ
イ
ン
ド
、
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
防

災
マ
イ
ン
ド
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
イ
ン
ド

を
連
結
す
る
ガ
ッ
ツ
が
何
よ
り
重
要
な
の
だ
。

本
稿
で
は
あ
え
て
部
首
が
立
心
偏
で
あ
る

「
恊
働
」
と
い
う
コ
ト
バ
を
も
ち
い
た
。
福

祉
と
防
災
の
心
（
マ
イ
ン
ド
）
を
合
わ
せ
、

覚
悟
（
ガ
ッ
ツ
）
を
決
め
て
と
も
に
汗
を
流

す
こ
と
（
恊
働
）
こ
そ
が
災
害
時
の
要
配
慮

者
対
策
の
根
本
な
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
以
下
の
研
究
費
の
成
果
物
で
あ
る
。JST

　

RIST
EX

 

Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
共
創
的
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
〔
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
創
出
フ
ェ
ー
ズ
〕「
福
祉
専
門
職
と
共
に
進
め
る
『
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
』
の
全
国
展
開
の
た
め
の
基
盤
技
術
の
開

発
」（JPM

JRX
19I8

）（
２
０
１
９
年
11
月
15
日
～
２
０
２
３
年
３
月

31
日
、
研
究
代
表　

立
木
茂
雄
）、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
基
盤

研
究
（
Ａ
）「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
学
の
構
築
と
体
系
的
実
装
」

（17H
00851

）（
２
０
１
７
年
度
～
２
０
２
１
年
度
、
研
究
代
表　

立

木
茂
雄
）
お
よ
び
日
本
財
団
助
成
「
障
害
者
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災

に
お
け
る
災
害
時
ケ
ア
プ
ラ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
」（
２
０
１

７
年
度
〜
２
０
１
９
年
度
、
研
究
代
表　

立
木
茂
雄
）。

《
注
》

※
１　

�

立
木
茂
雄
「
災
害
時
の
要
配
慮
者
へ
の
対
策
は
人
口
オ
ー
ナ

ス
期
に
特
有
の
事
態
と
し
て
捉
え
、
福
祉
と
防
災
を
連
結
す

る
根
本
的
な
対
策
が
必
要
だ
」『
ガ
バ
ナ
ン
ス
』
２
０
２
０
年

３
月
号
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
29
～
31
頁
、
２
０
２
０
年

※
２　

�

立
木
茂
雄
「
災
害
時
の
要
配
慮
者
へ
の
対
策
は
30
年
以
上
に

わ
た
り
、
な
ぜ
見
立
て
を
誤
っ
て
き
た
の
か
？
〜
人
口
オ
ー

ナ
ス
期
に
特
有
の
事
態
と
し
て
捉
え
、
根
本
的
な
対
策
を
提

案
す
る
〜
」『
21
世
紀
ひ
ょ
う
ご
』
第
28
号
、
21
～
38
頁
、

ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
21
世
紀
研
究
機
構
研
究
戦
略
セ
ン
タ
ー
、

２
０
２
０
年

※
３　

�

立
木
茂
雄
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
な
い
防
災
を
め
ざ
し
て
」

『
国
民
生
活
（W

eb

版
）』
２
０
１
８
年
９
月
号
、【N

o. 74

】 

独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
、
２
０
１
８
年

※
４　

�https://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/kk37/dpw

.htm
l 

２
０
２

０
年
２
月
13
日
閲
覧

※
５　

�https://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/kk37/dpw

_r01.htm
l 

２

０
２
０
年
２
月
13
日
閲
覧
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